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×
実
施
に
舵
を
切
り
ま
し
た
。

　

案
の
定
、
大
会
は
第
７
波
が
押
し
寄
せ
る

中
で
の
開
催
と
な
り
、
帯
広
会
場
で
は
徹
底

し
た
感
染
症
対
策
が
実
施
さ
れ
、
同
時
に
オ

ン
ラ
イ
ン
に
よ
っ
て
映
像
を
配
信
し
た
箇
所

は
、
１
０
８
ヶ
所
（
育
成
会
大
会
82
ヶ
所
・

本
人
大
会
26
ヶ
所
）
に
及
び
ま
し
た
。

　

大
会
の
目
的
は
第
一
に
会
員
の
交
流
。
第

二
に
研
修
。
し
か
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る

大
会
日
程
は
全
体
で
半
日
と
、
限
ら
れ
た
時

間
し
か
な
く
、
運
営
に
は
手
順
を
何
度
も
確

認
す
る
等
、随
所
に
工
夫
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

『
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
』
で
は
、
今
後
の
育
成

会
活
動
に
つ
い
て
本
会
関
係
者
は
も
と
よ

り
、
福
祉
行
政
や
教
育
関
係
者
か
ら
も
ご
提

言
を
い
た
た
だ
き
、
今
日
に
至
る
本
会
の
諸

活
動
を
高
く
評
価
し
つ
つ
も
、
今
あ
る
課
題

の
解
決
に
向
け
幅
広
い
議
論
が
展
開
さ
れ
ま

し
た
。

　

『
記
念
講
演
』
の
講
師
は
久
保
会
長
（
全

国
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
連
合
会
）で
す
。「
育

成
会
の
こ
れ
ま
で
と
こ
れ
か
ら
」
と
題
し
、

一
人
の
母
と
し
て
自
ら
の
思
い
も
交
え
な
が

ら
お
話
が
進
み
ま
し
た
。

　

重
い
知
的
障
が
い
の
あ
る
お
子
さ
ん
が
１

歳
、
ご
自
身
が
24
歳
の
頃
、
地
元
大
津
市
の

育
成
会
に
入
会
。お
子
さ
ん
の
成
長
と
共
に
、

学
校
や
地
域
で
活
動
を
展
開
さ
れ
、
36
歳
で

大
津
市
育
成
会
会
長
、
53
歳
で
滋
賀
県
育
成

会
会
長
、
61
歳
で
全
日
本
育
成
会
理
事
長
を

お
務
め
に
。
し
か
し
、
そ
の
１
年
後
、
会
を

解
散
。
同
年
新
た
に
設
立
し
た
「
全
国
手
を

つ
な
ぐ
育
成
会
連
合
会
会
長
」
に
。
さ
ら
に

多
く
の
会
員
の
支
え
を
力
に
６
年
の
月
日
を

費
や
し
、
係
争
事
を
解
決
。
２
年
前
に
一
般

社
団
法
人
格
を
取
得
、
現
在
に
至
っ
た
育
成

会
の
再
生
と
発
展
に
半
生
を
か
け
た
歩
み
を

お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

講
演
の
最
後
に
は
「
本
会
の
歴
史
を
紐
解

く
時
、
育
成
会
活
動
の
始
ま
り
は
親
た
ち
の

『
や
む
に
や
ま
れ
ぬ
思
い
か
ら
』
で
あ
り
、

１
９
５
２
年
、
先
輩
達
が
『
精
神
薄
弱
児
育

成
会
（
別
名　

手
を
つ
な
ぐ
親
の
会
）』
と
、

あ
え
て
差
別
的
な
言
葉
を
盛
り
込
み
、
会
を

立
ち
上
げ
た
の
は
「
我
が
子
の
人
権
回
復
を

求
め
る
団
体
」
と
し
て
、
ゆ
る
ぎ
な
い
決
意

と
、
強
い
連
携
活
動
を
め
ざ
し
た
証
拠
。
そ

し
て
『
人
権
活
動
』
と
『
福
祉
活
動
』
は
地

下
水
の
よ
う
に
大
地
（
社
会
）
を
潤
し
、
人

を
潤
し
、
人
を
育
て
ま
す
。
そ
の
歩
み
は
遅

く
と
も
、
大
地
（
社
会
）
に
役
立
ち
、
大
地

（
社
会
）
に
無
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
。
育

成
会
だ
か
ら
で
き
る
、社
会
を
潤
す
活
動
を
、

改
め
て
皆
さ
ん
と
一
緒
に
実
現
さ
せ
ま
し
ょ

う
。」
と
締
め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。

　

『
開
会
式
』
で
は
、道
善
行
賞
、道
育
成
会

会
長
表
彰
者
12
名
の
氏
名
が
発
表
さ
れ
、
長

年
の
労
に
ね
ぎ
ら
い
と
感
謝
の
拍
手
が
、
ま

た『
閉
会
式
』で
は
大
会
決
議
が
満
場
の
拍
手

　

第
67
回
北
海
道
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
全
道

大
会
帯
広
大
会（
第
28
回
本
人
大
会
）は
８
月

７
日
㈰
帯
広
市
民
文
化
ホ
ー
ル
を
会
場
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
当
初
、
集
合
型
に
よ
る
開

で
承
認
さ
れ
、
最
後
に
次

期
開
催
地
と
な
る
、
小
樽

手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
、
光

増
昌
久
会
長
の
ご
挨
拶
で

大
会
は
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

催
を
め
ざ
し
、
準
備

を
進
め
ま
し
た
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症

拡
大
の
見
通
し
が
不

透
明
な
た
め
、
本
年

２
月
「
十
勝
管
内
の

会
員
及
び
、
希
望
者

の
み
帯
広
会
場
へ
、

そ
の
他
は
オ
ン
ラ
イ

ン
に
よ
る
参
加
を
」

と
、
い
わ
ゆ
る
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ト
方
式
で
の

第
67
回
北
海
道
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
全
道
大
会
・帯
広
大
会

報告
参
加
者
６
２
０
名（
帯
広
会
場
２
０
０
名・オ
ン
ラ
イ
ン
４
２
０
名
）

一
人
で
見
る
夢
は
た
だ
の
夢
に
過
ぎ
な
い

�

皆
で
見
る
夢
は
実
現
で
き
る
！

記
念
講
演
　
久
保
　
厚
子
氏
よ
り



手をつなぐ育成会げっぽう９月号 2

加
者
か
ら
次
々
と
質
問
や
意
見

が
飛
び
出
し
、
サ
ポ
ー
タ
ー
の

光
増
さ
ん
、
帯
広
養
護
学
校
の

村
上
先
生
の
協
力
を
得
な
が

ら
、
瓜
生
さ
ん
が
、
指
名
し
て

い
き
ま
す
。

　

「
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
ど
の
よ

う
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
か
」

「
終
息
し
た
ら
何
が
し
た
い
で

す
か
？
」
な
ど
、
や
は
り
コ
ロ

ナ
感
染
症
に
関
わ
る
質
問
が
一

番
多
い
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
終
了
、
休
憩
を
挟
み
「
ク
ニ
さ

ん
ミ
カ
ち
ゃ
ん
コ
ン
サ
ー
ト
」
の
ス
タ
ー
ト
で
す
。

　

ク
ニ
さ
ん
こ
と
「
ク
ニ
河
内
さ
ん
」
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
へ

ょ
う
か
。」
ま
た
、
村
上
先
生
か
ら
は
「（
地
域
の
学

校
で
義
務
教
育
を
受
け
る
権
利
に
つ
い
て
）
例
え
ば

先
生
の
数
を
増
や
す
な
ど
、
学
ぶ
環
境
を
さ
ら
に
整

え
、
地
域
に
即
し
て
い
け
る
の
が
理
想
で
す
ね
。」

と
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

魅
了
し
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

参
加
型
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
、
そ
れ
ぞ
れ
に
ビ
ニ
ー

ル
袋
を
持
ち
、
曲
に
合
わ
せ
て
シ
ャ
カ
シ
ャ
カ
と
音

を
鳴
ら
す
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
参
加
し
て
い
た
だ
い
た
「
帯
広
大
谷
短
期
大
学
」

の
学
生
の
皆
さ
ん
も
、
会
場
い
っ
ぱ
い
に
シ
ャ
カ
シ

ャ
カ
音
を
出
し
、
コ
ン
サ
ー
ト
を
盛
り
上
げ
て
く
れ

ま
し
た
。

　

大
会
の
最
後
は
「
閉
会
式
」。
今
ま
で
の
大
会
の
よ

う
に
決
議
文
の
提
案
に
つ
い
て
は
み
ん
な
で
発
表
し

た
い
と
、
各
地
の
本
人
の
会（
11
団
体
）で
項
目
を
分

担
し
合
い
、事
前
録
画
し
た
映
像
が
流
さ
れ
ま
し
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
中
で
も
、
決
議
文
に
つ
い
て
は

光
増
さ
ん
か
ら
「
実
行
委
員
の
皆
さ
ん
が
ま
と
め
て

く
れ
ま
し
た
。中
に
は
難
し
い
言
葉
も
あ
り
ま
す
が
、

み
ん
な
の
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
オ
ン
ラ
イ

ン
で
全
道
の
皆
さ
ん
に
伝
わ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し

　

「
第
67
回
北
海
道
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
全
道
大
会

帯
広
大
会
」
と
並
行
し
、
同
会
場
（
小
ホ
ー
ル
）
に

て
、
大
会
へ
の
参
加
方
式
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
進
行
を
ほ

ぼ
同
様
に
標
記
の
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

瓜
生
さ
ん
（
帯
広
え
が
お
の
会

会
長
）
の
進
行
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

が
始
ま
り
、
標
題
に
あ
る
テ
ー
マ

に
沿
っ
て
「
４
名
の
シ
ン
ポ
ジ
ス

ト
」が
そ
れ
ぞ
れ
の
現
状
と
、今
後

の
活
動
に
つ
い
て
提
言
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
、
続
け
て
「
指
定
発

言
者
２
名
」
が
今
感
じ
て
い
る
事

を
発
表
し
、討
議
に
移
り
ま
し
た
。

　

す
る
と
、
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
に
よ
る
参

の
出
演
や
Ｃ
Ｍ
ソ
ン
グ
作

成
な
ど
、
幅
広
い
分
野
で

活
躍
さ
れ
て
い
る
方
で

す
。
大
会
参
加
者
が
か
つ

て
口
ず
さ
ん
だ
こ
と
の
あ

る
メ
ロ
デ
ィ
を
沢
山
演
奏

し
て
く
れ
ま
し
た
。
ミ
カ

ち
ゃ
ん
こ
と
「
野
田
美
佳

さ
ん
」
の
マ
リ
ン
バ
演
奏

は
圧
巻
で
、
張
り
の
あ
る

美
し
い
歌
声
は
会
場
や
Ｚ

ｏ
ｏ
ｍ
参
加
の
皆
さ
ん
を

　
道
育
成
会
の
大
会
で
本
人
部
会
（
本
人
大
会
）
が
実

行
委
員
会
形
式
で
開
催
さ
れ
た
の
は
、
１
９
９
５
年
に

さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。当
時
、旭
川
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
、

小
黒
会
長
が
前
年
に
開
催
さ
れ
た
育
成
会
全
国
大
会
徳

島
県
大
会
に
参
加
し
、本
人
分
科
会
に
参
加
。「
ぜ
ひ
、

北
海
道
で
開
催
を
！
」
と
道
内
各
地
の
本
人
会
の
代
表

と
旭
川
の
実
行
委
員
会
が
準
備
を
行
い
、
本
人
大
会
の

実
行
委
員
会
を
組
織
。
１
９
９
６
年
開
催
の
第
40
回
全

道
大
会
旭
川
大
会
に
お
い
て
初
め
て
、
本
人
の
企
画
・

運
営
に
よ
る
「
本
人
分
科
会
」
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
時
の
実
行
委
員
会
に
は
「
伊
達
」「
旭
川
」「
札
幌
」

「
小
樽
」「
静
内
」「
剣
淵
」
に
あ
る
本
人
会
が
参
加
。

そ
し
て
、
こ
の
大
会
を
き
っ
か
け
に
「
旭
川
働
く
仲
間

の
会
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。
以
後
、
本
人
大
会
は
休
む

�

＊
第
26
回
大
会
は
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
た
め
中
止

こ
と
な
く
開
催
さ
れ
、
新

た
な
本
人
会
の
誕
生
と
、

本
人
大
会
決
議
に
み
ら
れ

る
よ
う
に
制
度
が
変
わ

り
、
新
し
い
法
律
が
で
き

る
た
び
に
み
ん
な
で
学

び
、
検
討
し
、
要
望
項
目

に
反
映
し
て
き
ま
し
た
。

本
年
は
11
団
体
で
実
行
委

員
会
を
組
織
し
、
大
会
は

28
回
目
を
迎
え
ま
す
。

報
告
第
28
回
本
人
大
会

暮
ら
し
、仕
事
、災
害（
コ
ロ
ナ
、戦
争
）

�
今
あ
る
不
安
と
未
来
へ
の
願
い
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今
後
の
予
定

９
月
９
日
㈮　

道
育
成
会　

第
２
回
理
事
会

�

（
オ
ン
ラ
イ
ン
・
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
）

９
月
22
日
㈭　

道
事
業
所
協
議
会　

第
２
回
役
員
会

コ
ロ
ナ
な
ん
か
に
負
け
な
い
ぞ
！
その13

■
道
内
各
地
の
育
成
会
、只
今
奮
闘
中
■

親
子
兄
弟
姉
妹
に
個
人
参
加
も
含
め
て
、
21
名
が
６

チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
の
ス
タ
ー
ト
で
す
。

Ｔ
Ｋ
Ｐ
札
幌
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。（
写
真
：
札
幌
み
ん
な
の
会　

三
浦
会
長
）

　

知
的
障
が
い
の
あ
る
当
事
者
で
つ
く
る
「
札
幌
み

ん
な
の
会
」「
北
風
の
会
」「
ピ
ー
プ
ル
フ
ァ
ー
ス
ト
北

海
道
」が
主
催
し
、呼
び
か
け
に
応
え
た
40
名
ほ
ど
の

方
々
が
熱
心
に
参
加
さ
れ
て
い
ま
し
た
。「
犯
人
は

ど
う
し
て
再
審
請
求
を
し
た
の
か
？
」「
今
、
施
設

の
施
設
の
様
子
や
、
心
境
を
次
の
よ
う
に
話
さ
れ
ま

し
た
。

　

「
植
松
死
刑
囚
の
行
為
と
考
え
方
は
当
然
、
許
す

こ
と
は
出
来
な
い
。
一
方
で
施
設
以
外
に
一
矢
が
暮

ら
せ
る
と
こ
ろ
は
な
い
と
思
っ
て
い
た
が
、
事
件
以

後
、
多
く
の
関
係
者
の
努
力
を
い
た
だ
き
、
時
間
を

か
け
た
地
域
で
の
生
活
体
験
等
を
通
し
て
、
自
ら
の

判
断
で
、
施
設
以
外
で
の
暮
ら
し
を
選
択
す
る
に
至

っ
た
。
素
晴
ら
し
い
こ
と
だ
と
感
じ
て
い
る
。」

　

事
件
の
風
化
を
許
さ
な
い
と
す
る
集
会
で
も
あ

り
、
そ
の
後
も
命
の
大
切
さ
や
、
地
域
で
の
暮
ら
し

な
ど
に
つ
い
て
意
見
を
交
流
し
、
終
了
後
は
希
望
者

に
よ
る
デ
モ
行
進
を
行
い
ま
し
た
。

　

２
０
１
６
年
７
月
、
相
模
原
市

の
知
的
障
が
い
者
施
設
で
、
45
名

も
の
人
た
ち
が
殺
傷
さ
れ
た
（
死

者
19
名
）『
津
久
井
や
ま
ゆ
り
園
事

件
を
考
え
る
集
会
』が
７
月
24
日
、

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
？
」

「
施
設
か
ら
出
た
仲
間
は
い
る

の
か
？
」
現
在
の
様
子
を
関
係

者
か
ら
お
聞
き
し
、
参
加
者
み

ん
な
で
考
え
る
集
会
で
す
。

　

事
件
当
時
に
重
傷
を
負
っ
た

一
人
、尾
野
一
矢
さ
ん
は
現
在
、

施
設
を
出
て
、
地
域
で
暮
ら
す

選
択
を
し
、
介
護
者
と
共
に
オ

ン
ラ
イ
ン
で
集
会
に
参
加
さ
れ

ま
し
た
。父
親
の
剛
志
さ
ん（
一

時
期
、
保
護
者
会
の
代
表
を
務

め
ら
れ
た
）
も
登
壇
さ
れ
、
事

件
か
ら
６
年
が
経
過
し
た
現
在

　

石
狩
川
河
川
敷
の
「
パ
ー
ク

フ
ィ
ー
ル
ド
72
」
を
会
場
に
、

７
月
２
日
『
親
子
で
チ
ャ
レ
ン

ジ
！　

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
教
室
』

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

実
は
昨
年
、開
催
直
前
に『
緊

急
事
態
宣
言
』
が
発
令
さ
れ
、

滝川市

親
子
で
チ
ャ
レ
ン
ジ「
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
教
室
」

　
　
　
笑
顔
で
　
ナ
イ
ス
シ
ョ
ッ
ト
！

泣
く
泣
く
中
止
。
今
年
は
雨
の
予
報
に
当
日
の
朝
ま

で
ハ
ラ
ハ
ラ
で
し
た
が
、
無
事
開
催
が
で
き
て
ほ
っ

と
し
ま
し
た
。

　

難
易
度
が
５
段
階
も
あ
る
72
ホ
ー
ル
の
う
ち
、
初

心
者
向
け
の
９
ホ
ー
ル
を
貸
切
に
し
て
い
た
だ
き
、

　

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
初
挑
戦

の
小
学
生
チ
ー
ム
は
、
各

チ
ー
ム
に
一
人
ず
つ
つ
い

て
く
れ
た
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

協
会
員
の
方
の
優
し
い
ア

ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が

ら
、
笑
顔
で
ク
ラ
ブ
を
振

っ
て
い
ま
し
た
。

　

マ
イ
ク
ラ
ブ
持
参
で
ス

コ
ア
カ
ー
ド
と
に
ら
め
っ

こ
の
経
験
者
チ
ー
ム
は
、

真
剣
な
表
情
で
じ
っ
く
り

プ
レ
イ
し
て
い
ま
し
た
。

　

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
協
会
員

の
サ
ポ
ー
ト
の
お
陰
で
、

参
加
者
全
員
が
楽
し
い
時

間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

密
を
避
け
る
た
め
に
開
会
行
事
は
時
間
差
を
つ
け

て
２
グ
ル
ー
プ
に
分
け
、
プ
レ
イ
が
終
了
し
た
チ
ー

ム
毎
に
解
散
と
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
も
会
員
の

皆
さ
ん
と
知
恵
を
絞
っ
て
楽
し
い
活
動
を
続
け
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

�

滝
川
市
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会　
　

青
木　

牧
子

「
相
模
原
殺
傷
事
件
　
考
え
る
集
い
」

決
し
て
、忘
れ
て
は
な
ら
な
い
！

～
事
件
か
ら
６
年
、伝
え
た
い
命
の
大
切
さ
～



北海道手をつなぐ育成会
 事業所協議会

障がい者の願いを実現することが事業所協議会の

目的です。私たちは、『経営』と『志』の統一を

目指しています。体力のある事業所も体力のない

事業所も助け合います。あなたの事業所の入会を

待っています。 

社会福祉法人 朔
さく

風
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